
1

新
発
田
城
の
桜

▼
塚
野
前
教
育
長
が
病
気
療
養
の
た
め
に

退
任
し
た
こ
と
は
残
念
だ
。い
じ
め
や
学
力

向
上
の
問
題
な
ど
で
度
々
取
材
さ
せ
て
も

ら
い
、
時
に
突
っ
込
ん
だ
議
論
も
し
た
。子

ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
、
真
摯
に
新
発
田

の
教
育
力
の
向
上
に
取
り
組
む
姿
勢
に
共

感
し
て
い
た
か
ら
だ
▼
県
が
教
育
関
連
予

算
を
削
る
方
向
で
動
く
こ
と
に
、
塚
野
さ
ん

は「
間
違
っ
て
る
」と
憤
っ
た
。正
職
員
が
減

り
臨
時
職
員
が
増
え
れ
ば
、
必
然
的
に
教
育

レ
ベ
ル
が
低
下
す
る
方
向
に
向
か
う
こ
と

は
明
ら
か
だ
し
、
長
期
的
に
し
っ
か
り
子
ど

も
と
向
き
合
う
こ
と
も
出
来
に
く
く
な
り
、

結
果
と
し
て
、
い
じ
め
対
応
も
難
し
く
な
る

▼
2
月
に
体
罰
問
題
で
取
材
し
た
折
、
教
育

と
は
そ
も
そ
も
何
な
の
か
、
と
い
う
議
論
に

な
っ
た
。塚
野
さ
ん
は
「
教
育
で
一
番
大
切

な
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
問
い
か

け
、「
教
え
る
と
は
、
希
望
を
語
る
こ
と
」と

続
け
た
▼
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
で
、
教

授
・
学
生
数
百
人
が
ナ
チ
ス
に
殺
害
・
逮

捕
さ
れ
た
と
き
、
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
と
い
う

詩
人
が
書
い
た
詩
の
一
説
で
「
学
ぶ
と
は
誠

実
を
胸
に
刻
む
こ
と
」
と
対
句
に
な
っ
て
い

る
▼
塚
野
さ
ん
は
解
説
し
た
。「
先
生
や
保

護
者
、
大
人
た
ち
が
子
ど
も
に
将
来
の
希
望

を
語
り
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
が

自
分
の
夢
を
見
つ
け
る
支
援
を
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
。子
ど
も
が
将
来
の

夢
を
見
つ
け
て
希
望
に
向
か
っ
て
歩
み
始

め
れ
ば
、
そ
の
過
程
で
『
自
立
し
て
生
き
る

ち
か
ら
』
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
が
教
育
の
目
的
で
す
」と
結
ん
だ
。

子どもたちの未来のために

　　
23
年
度
の
小
学
生
の
医
療
費
無
料
化

年
度
の
小
学
生
の
医
療
費
無
料
化
、
24
年
度
年
度

の
中
学
生
の
医
療
費
無
料
化
に
続
く
、
新
年
度
の

の
中
学
生
の
医
療
費
無
料
化
に
続
く
、
新
年
度
の

子
育
て
支
援
の
目
玉
は
、
第
3
子
以
降
の
保
育
園

子
育
て
支
援
の
目
玉
は
、
第
3
子
以
降
の
保
育
園

児
・
幼
稚
園
児
（
各
3
〜
5
歳
）
の
保
育
料
を
タ

児
・
幼
稚
園
児
（
各
3
〜
5
歳
）
の
保
育
料
を
タ

ダ
に
す
る
と
い
う
も
の
。
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

ダ
に
す
る
と
い
う
も
の
。
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

助
成
に
す
で
に
2
億
7
千
万
円
を
支
出
し
て
い
る

助
成
に
す
で
に
2
億
7
千
万
円
を
支
出
し
て
い
る

う
え
、
今
回
の
保
育
料
助
成
で
は
、
7
千
万
円
弱

う
え
、
今
回
の
保
育
料
助
成
で
は
、
7
千
万
円
弱

を
支
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
矢
継

を
支
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
矢
継

ぎ
早
に
子
育
て
支
援
に
予
算
を
回
せ
る
理
由
は
、

ぎ
早
に
子
育
て
支
援
に
予
算
を
回
せ
る
理
由
は
、

総
人
件
費

総
人
件
費
の
10
%
削
減
な
ど
、
大
き
な
コ
ス
ト
削

%
削
減
な
ど
、
大
き
な
コ
ス
ト
削

減
策
を
実
施
し
た
り
、
事
業
仕
訳
な
ど
で
予

減
策
を
実
施
し
た
り
、
事
業
仕
訳
な
ど
で
予
算
の
算
の

根
本
的
見
直
し
を
進
め
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

根
本
的
見
直
し
を
進
め
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
二
階
堂
市
長
は
「
税
収
が
伸
び
な
い

　
し
か
し
、
二
階
堂
市
長
は
「
税
収
が
伸
び
な
い

中
で
、
ギ
リ
ギ
リ
の
予
算
編
成
で
あ
る
が
、
必
要

中
で
、
ギ
リ
ギ
リ
の
予
算
編
成
で
あ
る
が
、
必
要

と
あ
れ
ば
、
今
後
第
2
子
ま
で
無
料
化
を
拡
大
す

と
あ
れ
ば
、
今
後
第
2
子
ま
で
無
料
化
を
拡
大
す

る
こ
と
も
検
討
し
た
い
」
と
、
子
育
て
支
援
に
対

る
こ
と
も
検
討
し
た
い
」
と
、
子
育
て
支
援
に
対

す
る
強
い
思
い
を
隠
さ
な
い
。
第
2
子
以
降
無
料

す
る
強
い
思
い
を
隠
さ
な
い
。
第
2
子
以
降
無
料

化
は
、
他
の
事
業
と
の
優
先
順
位
の
問
題
で
あ
る

化
は
、
他
の
事
業
と
の
優
先
順
位
の
問
題
で
あ
る

が
、
ぜ
ひ
と
も
実
現
し
て
ほ
し
い
。

が
、
ぜ
ひ
と
も
実
現
し
て
ほ
し
い
。

　
塚
野
前
教
育
長
が
病
気
療
養
の
た
め
に
退
任
し

　
塚
野
前
教
育
長
が
病
気
療
養
の
た
め
に
退
任
し

た
。
い
じ
め
・
体
罰
防
止
に
力
を
尽
く
し
、
下
が

た
。
い
じ
め
・
体
罰
防
止
に
力
を
尽
く
し
、
下
が

り
続
け
る
新
発
田
の
小
中
学
生
の
学
力
向
上
の
た

り
続
け
る
新
発
田
の
小
中
学
生
の
学
力
向
上
の
た

め
に
「
学
習
指
導
改
善
委
員
会
」
を
設
置
し
対
応

め
に
「
学
習
指
導
改
善
委
員
会
」
を
設
置
し
対
応

に
乗
り
出
し
、
本
年
度
末
に
具
体
策
を
ま
と
め
る

に
乗
り
出
し
、
本
年
度
末
に
具
体
策
を
ま
と
め
る

と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
た
だ
け
に
、
残
念
だ
。

と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
た
だ
け
に
、
残
念
だ
。

　
二
階
堂
市
長
は
大
山
前
副
市
長
と
協
議
の
う

二
階
堂
市
長
は
大
山
前
副
市
長
と
協
議
の
う

え
、
大
山
前
副
市
長
を
教
育
長
と
す
る
案
を
議
会

え
、
大
山
前
副
市
長
を
教
育
長
と
す
る
案
を
議
会

に
提
案
・
承
認
さ
れ
、
大
山
氏
は
す
で
に
教
育
長

に
提
案
・
承
認
さ
れ
、
大
山
氏
は
す
で
に
教
育
長

と
し
て
執
務
し
て
い
る
。
一
部
で
「
降
格
人
事
」

と
し
て
執
務
し
て
い
る
。
一
部
で
「
降
格
人
事
」

な
ど
と
批
判
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
当
た
ら
な
い
。

な
ど
と
批
判
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
当
た
ら
な
い
。

教
育
長
は
市
長
に
次
ぐ
最
重
要
ポ
ス
ト
で
あ
り
、

教
育
長
は
市
長
に
次
ぐ
最
重
要
ポ
ス
ト
で
あ
り
、

人
事
は
「
誰
が
最
も
適
任
か
」
と
い
う
基
準
で
行

人
事
は
「
誰
が
最
も
適
任
か
」
と
い
う
基
準
で
行

わ
れ
る
べ
き
だ
。
小
学
校
の
統
合
問
題
と
学
校
耐

わ
れ
る
べ
き
だ
。
小
学
校
の
統
合
問
題
と
学
校
耐

震
化
の
仕
上
げ
、
学
力
向
上
、
い
じ
め
対
策
は
喫

震
化
の
仕
上
げ
、
学
力
向
上
、
い
じ
め
対
策
は
喫

緊
の
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
今
浮
上
し
て
い
る
図

緊
の
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
今
浮
上
し
て
い
る
図

書
館
機
能
を
持
っ
た
駅
前
複
合
施
設
の
建
設
な

書
館
機
能
を
持
っ
た
駅
前
複
合
施
設
の
建
設
な

ど
、
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
課
題
は
目
白
押
し
。

ど
、
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
課
題
は
目
白
押
し
。

こ
れ
ら
は
並
大
抵
の
力
量
で
は
や
り
遂
げ
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
は
並
大
抵
の
力
量
で
は
や
り
遂
げ
ら
れ
な
い
。

　
と
く
に
「
五
十
公
野
・
松
浦
・
米
倉
・
赤
谷
小
」

　
と
く
に
「
五
十
公
野
・
松
浦
・
米
倉
・
赤
谷
小
」

の
統
合
に
つ
い
て
は
、
昨
年
開
か
れ
た
地
区
協
議

の
統
合
に
つ
い
て
は
、
昨
年
開
か
れ
た
地
区
協
議

会
で
市
の
示
し
た
案
が
否
決
さ
れ
た
と
い
う
。
こ

会
で
市
の
示
し
た
案
が
否
決
さ
れ
た
と
い
う
。
こ

れ
に
よ
り
、
耐
震
化
率
が
低
い
五
十
公
野
小
は
そ

れ
に
よ
り
、
耐
震
化
率
が
低
い
五
十
公
野
小
は
そ

の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
、
大

の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
、
大

地
震
が
起
き
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
な
る
の

地
震
が
起
き
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
、
決
定
の
遅
れ
に
よ
っ
て
特
例
債
が
使

か
。
ま
た
、
決
定
の
遅
れ
に
よ
っ
て
特
例
債
が
使

え
な
け
れ
ば
、
市
民
の
負
担
は
4
億
円
以
上
増
え

え
な
け
れ
ば
、
市
民
の
負
担
は
4
億
円
以
上
増
え

る
こ
と
に
な
る
。
地
域
の
事
情
よ
り
も
、
子
ど
も

る
こ
と
に
な
る
。
地
域
の
事
情
よ
り
も
、
子
ど
も

第
一
に
考
え
る
べ
き
だ
。
大
山
教
育
長
の
手
腕
に

第
一
に
考
え
る
べ
き
だ
。
大
山
教
育
長
の
手
腕
に

期
待
す
る
。

期
待
す
る
。

　
学
校
耐
震
化
と
統
合
問
題
の
他
、
教
育
の
分
野

　
学
校
耐
震
化
と
統
合
問
題
の
他
、
教
育
の
分
野

で
は
、
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
新

で
は
、
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
新

発
田
市
に
常
時
1
名
常
駐
さ
せ
る
事
業
に
予
算
が

発
田
市
に
常
時
1
名
常
駐
さ
せ
る
事
業
に
予
算
が

付
い
た
。
以
前
は
県
で
下
越
教
育
事
務
所
に
2
名

配
置
し
、
下
越
全
域
を
見
て
い
た
。
し
か
し
、
県

は
こ
の
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し
た
。
明
ら
か

　
こ
の
対
策
と
し
て
、
塚
野
前
教
育
長
、
岡
田
学

校
教
育
課
長
は
、市
独
自
の
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
常
駐
を
提
案
、
承
認
さ
れ
た
。

　
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
い
じ
め

や
非
行
、
家
庭
に
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
を

支
え
る
プ
ロ
で
あ
り
、
彼
ら
の
存
在
と
働
き
に

支
え
る
プ
ロ
で
あ
り
、
彼
ら
の
存
在
と
働
き
に

よ
っ
て
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
救
わ
れ
て
き
た
こ

よ
っ
て
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
救
わ
れ
て
き
た
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
学
力
向
上
と
い
う
観
点
か
ら

と
は
事
実
で
あ
る
。
学
力
向
上
と
い
う
観
点
か
ら

み
て
も
、
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

み
て
も
、
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

存
在
は
重
要
だ
。
教
師
が
子
ど
も
と
向
き
合
い
、

存
在
は
重
要
だ
。
教
師
が
子
ど
も
と
向
き
合
い
、

保
護
者
や
ワ
ー
カ
ー
と
綿
密
に
連
絡
を
取
り
合
う

保
護
者
や
ワ
ー
カ
ー
と
綿
密
に
連
絡
を
取
り
合
う

こ
と
が
前
提
で
あ
る
が
、
プ
ロ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

こ
と
が
前
提
で
あ
る
が
、
プ
ロ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
継
続
的
に
ケ
ア
し
、
子
ど
も
を
支
え

ワ
ー
カ
ー
が
継
続
的
に
ケ
ア
し
、
子
ど
も
を
支
え

る
こ
と
で
、
先
生
の
負
担
は
減
り
、
そ
の
分
、
本

る
こ
と
で
、
先
生
の
負
担
は
減
り
、
そ
の
分
、
本

来
の
学
習
指
導
・
学
力
向
上
に
集
中
で
き
る
。

来
の
学
習
指
導
・
学
力
向
上
に
集
中
で
き
る
。

　
子
育
て
支
援
事
業
は
、
単
に
保
護
者
の
負
担
を

　
子
育
て
支
援
事
業
は
、
単
に
保
護
者
の
負
担
を

減
ら
し
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
に

減
ら
し
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
、

と
ど
ま
ら
な
い
。
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
、

も
し
く
は
人
口
増
が
究
極
の
目
的
で
あ
る
。

も
し
く
は
人
口
増
が
究
極
の
目
的
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
市
は
新
規
に
「
定
住
化
促
進
事
業
」
と

　
そ
こ
で
市
は
新
規
に
「
定
住
化
促
進
事
業
」
と

称
し
、
こ

称
し
、
こ
こ
20
年
間
で
人
口

年
間
で
人
口
が
20
%
以
上
減
っ
て

%
以
上
減
っ
て

い
る
中
心
市
街
地
に
、
新
築
戸
建
ま
た
は
共
同
分

い
る
中
心
市
街
地
に
、
新
築
戸
建
ま
た
は
共
同
分

譲
住
宅
を
購
入
し
て
市
外
か
ら
転
入
し
て
く
る
人

譲
住
宅
を
購
入
し
て
市
外
か
ら
転
入
し
て
く
る
人

に
対
し
て
１
０
０
万
円
（
中
古
の
場

に
対
し
て
１
０
０
万
円
（
中
古
の
場
合
50
万
円
）、

万
円
）、

子
育
て
世
代
な
ら
さ
ら

子
育
て
世
代
な
ら
さ
ら
に
40
万
円
、
市
内
業
者
に

万
円
、
市
内
業
者
に

発
注
し
た
場
合
は
さ
ら

発
注
し
た
場
合
は
さ
ら
に
10
万
円
、
最
高
１
５
０

万
円
、
最
高
１
５
０

万
円
の
補
助
金
を
設
け
た
。

万
円
の
補
助
金
を
設
け
た
。

　
算
定
の
基
準
は
、
固
定
資
産
税
平

　
算
定
の
基
準
は
、
固
定
資
産
税
平
均
10
万
円
、

万
円
、

子
ど
も
を
中
学
生
ま
で
育
て
た
場

子
ど
も
を
中
学
生
ま
で
育
て
た
場
合
15
年
間
で
１

年
間
で
１

５
０
万
円
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
免
除
し
た

５
０
万
円
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
免
除
し
た

の
と
同
額
に
な
る
よ
う
に
し
た
と
の
こ
と
。

の
と
同
額
に
な
る
よ
う
に
し
た
と
の
こ
と
。

　
こ
の
制
度
に
似
た
も
の
と
し
て
、富
山
市
で
は
、

　
こ
の
制
度
に
似
た
も
の
と
し
て
、富
山
市
で
は
、

ま
ち
な
か
住
宅
取
得
支
援
事
業
と
し
て
最

ま
ち
な
か
住
宅
取
得
支
援
事
業
と
し
て
最
高
50
万

円
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

円
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

分
譲
共
同
住
宅
購
入
者
に
好
評
で
、
中
心
部
の
総

分
譲
共
同
住
宅
購
入
者
に
好
評
で
、
中
心
部
の
総

曲
輪
地
区
な
ど
、
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
は
ほ
ぼ
完
売

曲
輪
地
区
な
ど
、
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
は
ほ
ぼ
完
売

の
活
況
を
呈
し
て
い
る
と
い
う
。

の
活
況
を
呈
し
て
い
る
と
い
う
。

　
新
発
田
市
の
場
合
、「
子
育
て
支
援
」「
地
場
産

　
新
発
田
市
の
場
合
、「
子
育
て
支
援
」「
地
場
産

業
育
成
」
と
の
合
わ
せ
技
で
あ
る
こ
と
が
特
長
で
、

業
育
成
」
と
の
合
わ
せ
技
で
あ
る
こ
と
が
特
長
で
、

制
度
設
計
は
優
れ
て
い
る
も
の
の
、
成
否
は
、
い

制
度
設
計
は
優
れ
て
い
る
も
の
の
、
成
否
は
、
い

か
に
広
く
告
知
す
る
か
に
か
か
っ
て

か
に
広
く
告
知
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
様
々

い
る
。
様
々

な
媒
体
を
使
っ
て
の
告
知
を
期
待
す
る
。

な
媒
体
を
使
っ
て
の
告
知
を
期
待
す
る
。

　
同
様
の
目
的
を
持
っ
た
制
度
と
し
て
、「
空
き

　
同
様
の
目
的
を
持
っ
た
制
度
と
し
て
、「
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
」
も
あ
る
。
市
内
全
域
の
空
き
家

家
バ
ン
ク
制
度
」
も
あ
る
。
市
内
全
域
の
空
き
家

情
報
を
提
供
、
市
外
か
ら
の
購
入
者

情
報
を
提
供
、
市
外
か
ら
の
購
入
者
に
10
万
円
、

万
円
、

市
内
か
ら
の
購
入
者
に
５
万
円
、
売
却
者
に
も
５

市
内
か
ら
の
購
入
者
に
５
万
円
、
売
却
者
に
も
５

万
円
の
祝
い
金
を
贈
る
こ
と
と
し
た
。

万
円
の
祝
い
金
を
贈
る
こ
と
と
し
た
。

　
市
長
は
過
去
２
年
間
を
「
震
災
被
災
者
対
応
と

　
市
長
は
過
去
２
年
間
を
「
震
災
被
災
者
対
応
と

前
任
者
か
ら
引
き
継
い
だ
市
の
５
大
事
業
を
円
滑

前
任
者
か
ら
引
き
継
い
だ
市
の
５
大
事
業
を
円
滑

に
実
行
に
移
す
こ
と
」
に
力
を
注
い
だ
と
振
り

に
実
行
に
移
す
こ
と
」
に
力
を
注
い
だ
と
振
り

返
っ
た
が
、
こ
こ
で
お
さ
ら
い
し
て
お
く
。
新
発

返
っ
た
が
、
こ
こ
で
お
さ
ら
い
し
て
お
く
。
新
発

田
駅
は
地
下
通
路
の
美
装
が
終
わ
り
、
広
場
・
地

田
駅
は
地
下
通
路
の
美
装
が
終
わ
り
、
広
場
・
地

下
道
エ
レ
ベ
ー
タ
の
実
施
設
計
に
入
る
。
市
新
庁

下
道
エ
レ
ベ
ー
タ
の
実
施
設
計
に
入
る
。
市
新
庁

舎
も
実
施
設
計
、
県
立
病
院
跡
地
は
公
園
基
盤
整

舎
も
実
施
設
計
、
県
立
病
院
跡
地
は
公
園
基
盤
整

備
工
事
、
し
尿
等
下
水
投
入
施
設
は
建
設
・
付
帯

備
工
事
、
し
尿
等
下
水
投
入
施
設
は
建
設
・
付
帯

工
事
と
順
調
だ
が
、
学
校
の
耐
震
化
と
統
合
は
ま

工
事
と
順
調
だ
が
、
学
校
の
耐
震
化
と
統
合
は
ま

だ
道
半
ば
で
あ
る
。

だ
道
半
ば
で
あ
る
。

　
大
き
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
「
駅
前
複

　
大
き
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
「
駅
前
複

合
施
設
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
合
併
特
例
債
や
リ
ノ

合
施
設
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
合
併
特
例
債
や
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
補
助
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
補
助
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、

最
少
の
投
資
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

最
少
の
投
資
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
。
本

に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
。
本

紙
は
ハ
コ
を
造
っ
て
も
ソ
フ
ト
が
伴
わ
な
け
れ

紙
は
ハ
コ
を
造
っ
て
も
ソ
フ
ト
が
伴
わ
な
け
れ

ば
、
ム
ダ
に
な
る
と
し
て
、
他
市
の
成
功
事
例
を

ば
、
ム
ダ
に
な
る
と
し
て
、
他
市
の
成
功
事
例
を

レ
ポ
ー
ト
し
て
来
た
。
行
政
と
し
て
も
、
鋭
意
研

レ
ポ
ー
ト
し
て
来
た
。
行
政
と
し
て
も
、
鋭
意
研

究
を
重
ね
て
施
設
完
成
前
に
運
営
組
織
を
立
ち
上

究
を
重
ね
て
施
設
完
成
前
に
運
営
組
織
を
立
ち
上

げ
、
市
役
所
広
場
や
新
議
場
な
と
ど
併
せ
て
、
当

げ
、
市
役
所
広
場
や
新
議
場
な
と
ど
併
せ
て
、
当

初
目
的
の
「
市
街
地
活
性
化
」「
賑
わ
い
創
出
」

初
目
的
の
「
市
街
地
活
性
化
」「
賑
わ
い
創
出
」

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、「
子
育
て
支
援
（
少
子
化
対
策
）」
と
並

　
な
お
、「
子
育
て
支
援
（
少
子
化
対
策
）」
と
並

ぶ
新
年
度
予
算
の
も
う
一
つ
の
柱
、「
産
業
振
興（
雇

ぶ
新
年
度
予
算
の
も
う
一
つ
の
柱
、「
産
業
振
興（
雇

用
促
進
策
）」
の
目
玉
に
つ
い
て
は
次
号
に
譲
る
。

用
促
進
策
）」
の
目
玉
に
つ
い
て
は
次
号
に
譲
る
。

平認
さ
れ
た
。市
は
「
子
育
て
支
援
（
少
子
化
対
策
）」
と

「
産
業
振
興（
雇
用
促
進
策
）」を
施
策
の
2
本
柱
に
し

「
産
業
振
興（
雇
用
促
進
策
）」を
施
策
の
2
本
柱
に
し

た
。こ
の
2
案
件
は
こ
れ
ま
で
国
の
仕
事
と
さ
れ
て

た
。こ
の
2
案
件
は
こ
れ
ま
で
国
の
仕
事
と
さ
れ
て

き
た
が
、
二
階
堂
市
長
は
就
任
後
に
、「
人
口
減
が
続

き
た
が
、
二
階
堂
市
長
は
就
任
後
に
、「
人
口
減
が
続

こ
ろ
に
、
医
者
は
来
な
い
し
、
商
店
街
も
な
く
な
る
」

と
、市
町
村
な
ど
の
基
礎
自
治
体
こ
そ
、率
先
し
て
取

と
、市
町
村
な
ど
の
基
礎
自
治
体
こ
そ
、率
先
し
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
し
た
。具
体
的
に
ど
ん
な
事
業

り
組
む
べ
き
課
題
と
し
た
。具
体
的
に
ど
ん
な
事
業

を
計
画
し
て
い
る
の
か
検
証
す
る
。

を
計
画
し
て
い
る
の
か
検
証
す
る
。

子
育
て
支
援
に
強
い
意
志
。

第
3
子
以
降
、保
育
料
無
料
化

新
教
育
長
に
大
山
前
副
市
長
選
任
。

教
育
環
境
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る

定
住
人
口
増
を
目
指
し
、市
外
か
ら
の

住
宅
新
築
等
に
最
高
１
５
０
万
円
補
助

新
市
庁
舎
は
実
施
設
計
へ
。

市
の
５
大
事
業
は
す
べ
て
実
施
段
階

付
い
た
。

配
置
し
、

は
こ
の
制

　
こ
の
対

校
教
育
課

ル
ワ
ー
カ

　
ス
ク
ー

や
非
行
、

平認
さ
れ
た
。市
は
「
子
育
て
支
援
（
少
子
化
対
策
）」
と

こ
ろ
に
、
医
者
は
来
な
い
し
、
商
店
街
も
な
く
な
る
」

保
育
料
、第
3
子
以
降

無
料
化
へ
！
　　新
発
田
市
の

　
幼
稚
園
・
保
育
園
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25年度新予算



㈱こじまホールディングス 新発田市中央町3-5-12　
TEL.0254-26-3381

篠田労務管理事務所 新発田市新富町1-5-9　
TEL.0254-22-5649

島津印刷㈱ 新発田市富塚1419　
TEL.0254-27-2101

新発田建設㈱ 新発田市富塚1942　
TEL.0254-27-5711

㈱新 和 組 新発田市米倉1287　
TEL.0254-28-5011

扶桑畜産㈲ 新発田市米倉字鳥越4666-1　
TEL.0254-28-5136

㈱大　通 新発田市舟入町1-12-5
TEL.0254-26-1191

㈱伊 藤 組 新発田市島潟1273-1
TEL.0254-22-4176

大進電業㈱ 新発田市佐々木1895-9
TEL.0254-21-5000

飯豊電設工業㈱ 新発田市豊町2-18-5
TEL.0254-24-2134

山田建設㈱ 新発田市大友3856
TEL.0254-25-0700

フジマ舗道㈱ 新発田市島潟4197-3
TEL.0254-26-5030

茨木建設㈱ 新発田市長畑284-1
TEL.0254-23-6851

㈱下越道路 新発田市新富町1-1-5
TEL.0254-23-2296 新潟ファームサービス㈱ 新発田市五十公野4104-1

TEL.0254-20-3828

蟻塚税務会計事務所 新発田市大栄町7-1-6
TEL.0254-23-2222

小野寺税務会計事務所 新発田市大栄町2-7-7
TEL.0254-22-3497

小林税務会計事務所 新発田市中央町5-4-27
TEL.0254-22-2705

SODデザイン 高橋智志
新発田市新富町1-1-3 ストライプビル2階
TEL.0254-24-5121

㈱イノウエ 新発田市新栄町1-3-2
TEL.0254-22-4056

㈱岩 村 組 新発田市大手町4-3-21
TEL.0254-20-5550

小柳産業㈱ 新発田市八幡新田416
TEL.0254-22-7010

㈲クサカベモータース 新発田市五十公野4836
TEL.0254-22-6311

村上館湯伝 新発田市月岡温泉230
TEL.0254-32-2231

茨木建設㈱ 新発田市長畑284 16

　
昨
年
度
比
6
%
増
４
４
０
億
円
、
前
倒
し
分
を

　
昨
年
度
比
6
%
増
４
４
０
億
円
、
前
倒
し
分
を

含
め
る

含
め
る
と
9.59.5
%
増
４
５
４
億
万
円
の
超
積
極
予
算

%
増
４
５
４
億
万
円
の
超
積
極
予
算

を
組
め
た
理
由
の
一
つ
は
、
特
例
債
を
使
っ
た
大

を
組
め
た
理
由
の
一
つ
は
、
特
例
債
を
使
っ
た
大

型
事
業
が
目
白
押
し
だ
か
ら
。
特
例
債
を
使
う
と
、

型
事
業
が
目
白
押
し
だ
か
ら
。
特
例
債
を
使
う
と
、

総
額
の

総
額
の
約
17
%
を
市
が
負
担
す
れ
ば
、
後

%
を
市
が
負
担
す
れ
ば
、
後
の
83
%

は
国
の
負
担
で
事
業
が
で
き
る
。
例
え
ば
１
７
０

は
国
の
負
担
で
事
業
が
で
き
る
。
例
え
ば
１
７
０

円
あ
れ
ば
、
１
千
円
の
事
業
が
で
き
る
の
だ
。
た

円
あ
れ
ば
、
１
千
円
の
事
業
が
で
き
る
の
だ
。
た

だ
し
、
市
は
特
例
債
の
期
限
の
平

だ
し
、
市
は
特
例
債
の
期
限
の
平
成
27
年
度
末
ま

年
度
末
ま

で
に
事
業
を
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

で
に
事
業
を
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

大
型
事
業

大
型
事
業
を
27
年
度
末
ま
で
に
集
中
さ
せ
た
。

年
度
末
ま
で
に
集
中
さ
せ
た
。

　
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
人
件
費
の
削
減
が
進
ん

　
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
人
件
費
の
削
減
が
進
ん

で
い
る
こ
と
。
他
市
と
比
べ
る
と
、
新
潟
市

で
い
る
こ
と
。
他
市
と
比
べ
る
と
、
新
潟
市
が
0.0.8

%
減
、
長
岡
市

%
減
、
長
岡
市
が
0.0.1
%
減
、
上
越
市

%
減
、
上
越
市
が
3.3.9
%
増
で

%
増
で

あ
る
の
に
対
し
、
新
発
田
市

あ
る
の
に
対
し
、
新
発
田
市
は
3.3.6
%
減
で
あ
る
。

%
減
で
あ
る
。

全
体
的
に
人
件
費
は
削
減
す
る
方
向
だ
が
、
新
発

全
体
的
に
人
件
費
は
削
減
す
る
方
向
だ
が
、
新
発

田
市
は
桁
違
い
の
削
減
で
あ
る

田
市
は
桁
違
い
の
削
減
で
あ
る
。
26
年
度
に
は
市

年
度
に
は
市

長
が
目
標
と
す

長
が
目
標
と
す
る
10
%
削
減
を
超
え

%
削
減
を
超
え
て
11
%
減
で

%
減
で

年
間
約
5
億
円
の
削
減
と
な
る
。
こ
の
分
を
「

年
間
約
5
億
円
の
削
減
と
な
る
。
こ
の
分
を
「
子

育
て
支
援
（
少
子
化
対
策
）」「
産
業
振
興
（
雇
用
促

育
て
支
援
（
少
子
化
対
策
）」「
産
業
振
興
（
雇
用
促

進
策
）」
に
回
し
た
の
で
あ
る
。

進
策
）」
に
回
し
た
の
で
あ
る
。

 

「
子
育
て
支
援
（
少
子
化
対
策
）」
関
連
で
、
１
頁

「
子
育
て
支
援
（
少
子
化
対
策
）」
関
連
で
、
１
頁

で
紹
介
し
た
も
の
以
外
に
い
く
つ
か
取
り
上
げ
る
。

で
紹
介
し
た
も
の
以
外
に
い
く
つ
か
取
り
上
げ
る
。

　
大
幅
に
予
算
を
拡
充
し
た
の
が
、「
待
機
児
童
解

　
大
幅
に
予
算
を
拡
充
し
た
の
が
、「
待
機
児
童
解

消
事
業
」。
予
算
を
３
倍
以
上
の
６
千
７
０
０
万
と

消
事
業
」。
予
算
を
３
倍
以
上
の
６
千
７
０
０
万
と

し
た
。「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
」
で
は
、
子
育

し
た
。「
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
」
で
は
、
子
育

て
世
代
に
優
待
サ
ー
ビ
ス
し
て
く
れ
る
協
賛
店
を

て
世
代
に
優
待
サ
ー
ビ
ス
し
て
く
れ
る
協
賛
店
を

募
る
。
昨
年
試
験
的
に
１
回
開
催
し
、
カ
ッ
プ
ル

募
る
。
昨
年
試
験
的
に
１
回
開
催
し
、
カ
ッ
プ
ル

成
立
成
立
率
50
%
の
好
結
果
を
得
た
「
婚
活
支
援
事
業
」

%
の
好
結
果
を
得
た
「
婚
活
支
援
事
業
」

は
年
４
回
の
開
催
と
な
る
。

は
年
４
回
の
開
催
と
な
る
。

　
農
業
振
興
で
は
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す

農
業
振
興
で
は
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す

「
新
発
田
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
事
業
」、
新
規
就
農
者

「
新
発
田
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
事
業
」、
新
規
就
農
者

を
増
や
そ
う
と
い
う
「
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運

を
増
や
そ
う
と
い
う
「
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業
」
な
ど
、
新
規
事
業
が
目
立
つ
。
し
か
し
、

営
事
業
」
な
ど
、
新
規
事
業
が
目
立
つ
。
し
か
し
、

事
業
を
展
開
す
る
場
合
、数
値
目
標
を
明
確
に
し
て
、

事
業
を
展
開
す
る
場
合
、数
値
目
標
を
明
確
に
し
て
、

結
果
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
忘

結
果
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。農
水
畜
産
物
の
販
売
拡
大
に
は
、

れ
て
は
な
ら
な
い
。農
水
畜
産
物
の
販
売
拡
大
に
は
、

な
に
よ
り
商
品
力
（
品
質
）
を
上
げ
、
定
量
・
定
時

な
に
よ
り
商
品
力
（
品
質
）
を
上
げ
、
定
量
・
定
時

出
荷
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

出
荷
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

25
年
度
当
初
予
算
の
特
長
と
問
題
点

産業振興

目　的 予　算

その他

目　的 予　算

松くい虫防除事業・拡充　

緊急松くい虫防除対策事業・新規　

住宅リフォーム支援事業・拡充

定住化促進事業・新規　

 

適　　　要

適　　　要

平成 25年度当初予算案の主な事業
一般会計当初予算は 440 億 2 千万円、24 年度より 39 億 8 千万円、6.0% 増だが、24 年度で前倒しした 2
月補正分を入れると、454 億 4 千万円となり、9.5% 増の超積極予算である。

子育て・教育

第3子以降保育料助成事業・新規

子育て応援カード事業・新規

待機児童解消事業・拡充

児童クラブ運営事業・拡充

スクールサポート事業・新規

学校給食調理場施設整備事業・拡充

大規模体育施設整備事業・継続

6千714万円

323万円

6千731万円

8千292万円

453万円

1千490万円

2億4千534万円

項　目 予　算

福　　祉

すこやか育児支援事業・継続

養育医療給付事業・新規

障がい者自立支援給付事業・拡充

障がい者地域生活支援事業・拡充

目　的 予　算

適　　　要

適　　　要

※数字の万単位以下切り捨て（以下同様）

1

不妊治療助成事業扶助

未熟児養育医療の一部または全額助成

自立支援医療・福祉サービスなど

福祉タクシー助成など

第3子以降の保育園・幼稚園の3～5歳児無料化

中3以下の養育家庭へ優待サービス・応援カード交付

定員拡充の私立保育園に特別対策委託など

対象児童を4年生までとする (従来3年生まで )

スクール・ソーシャルワーカー1名配置

アレルギー対応設備整備など

五十公野野球場スコアボード改修など

工業団地整備調査事業・拡充

新発田ブランド認証制度推進事業・新規 　認証

強い農林水産業づくり支援事業・拡充

農業サポートセンター運営事業・新規

忠臣蔵サミット開催事業・新規

月岡温泉開湯100年祭参画事業・新規

港まつり開催事業・新規

1千994万円

341万円

875万円

374万円

600万円

600万円

400万円

岡田食品工業団地拡張に向けた基本設計

品目審査選定・デザイン作成

アスパラ等、新発田ブランドの施設・機械整備補助

新規就農者促進など

関係約50自治体による会議・イベント開催

景観整備・PR・イベント開催

松塚漁港竣工イベント開催

紫雲寺地区・五十公野山・真木山など

宅地・神社仏閣・ゴルフ場など

子育て3世代、高齢者、障がい者同居は補助拡充

市外から市街地に新築の場合など、最高150万円補助

 

2億5千294万円

2千662万円

7千15万円

3千200万円

◎

◎

◎

昨
年
度
比
6
%
増
の
超
積
極
予
算
。

人
件
費
削
減
と
合
併
特
例
債
の
お
か
げ

産
業
振
興（
雇
用
促
進
）で
は

特
に
観
光
で「
外
貨
獲
得
」を
目
指
す

◎

▲

◎

▲

◎

▲

▲

▲

◎

▲

▲

◎

◎

▲

▲

◎

◎

▲
▲

陽だまり苑 新発田市岡田1746-1
TEL.0254-20-3800

㈱ワゴードライ新発田市佐々木3445
TEL.0254-27-2261

介護老人
福祉施設

コンフィ陽だまり苑新発田市諏訪町1-10-38
TEL.0254-24-1111

複合型
福祉施設

㈱安田組 新発田市豊町4‐3‐39
TEL. 0254-24-1761

24時間受付

はな　な　　　　　　　やすはな　　　　　やす

■斎　場 /新潟県新発田市荒町 1521　■仏事センター /新潟県新発田市荒町 1490

TEL（0254）22-1320 FAX（0254）
24-5156

ご葬儀

㈱ワゴードライ新発田市
TEL.02

訪町1-10-38
4-24-1111

四季折々の美味

495万円

746万円

13億5千940万円

1億227万円



　　　戸・嘉永年間創業の新発田市
　　　指折りの料亭「北辰館」の居酒
屋部門としてオープンして 7 年。そ
の憧れの味が、ランチやお酒の伴と
して気軽に味わえるダイニングだ。
　板前さんが作る日替りランチは、
焼き魚・ミックスフライ・天ぷらな
ど種類豊富で、男女を問わず20～90
代の幅広いお客様を「美味しい」とう
ならせている。ランチでも夜のメ
ニューでも人気なのは、「越後もちぶ
たの味噌角煮」。八丁味噌でじっくり

● ダイニング　ひな
☎0254-24-2650
新発田市大手町1丁目11-6
営 /11:30～14:00（LO）　
     17:30～22:00（LO）
休 /日曜・第3月曜　
収 /70席　Ｐ/13台
http://www.hokushinkan.jp

煮込んだその味わいは経験豊かな料
亭直伝ならでは。
　暖かさが増すにつれ地元の食材が
豊富にそろう新潟。アスパラをはじ
め新発田産、新潟産の野菜や魚が職
人の技でどう変わるか ? 毎日通って
楽しみたい。

江

老舗料亭の味を
カジュアルに味わう贅沢

日替わりランチは限定25食。今日のメインは家では出来そうもないほどの大きさの銀
鮭の唐揚げ野菜あんかけ、煮物、小鉢、漬物、味噌汁とご飯（760円）

和モダンな店内では抑え
気味の灯りが落ち着きと
高級感を演出

あまり気取らず、
でもちょっとお洒
落な空間でおいし
い料理をゆっくり
楽しんでいただけ
るお店です（店長・
浮島香奈子）

マスカルポーネの代わりに白味噌を使った珍しい
白味噌のティラミス（380円）。ぜひ、食べてみて

民家の中に何気なく佇む店舗は隠れ家のよう

SOPイチオシの味

読者モニタープレゼント
ダイニングひな ペア日替わりランチ券
本紙感想・ご意見、住所・氏名・電話番号を明記
の上、表紙左上の住所宛までハガキにてご応募下
さい。抽選で5組様にお食事券を差し上げます。

※平成25年 4月 15日（月）必着

ダイニング ひな

SOPイチオシの味

逃してはいけないの
が自家製デザート。北
辰館料理長の絶品焼
きプリン（480円）は、
クレームブリュレの
濃厚さ。

美味しいよ～♡
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こ
れ
は
観
光
分
野
や
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
も
同
様
で

こ
れ
は
観
光
分
野
や
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
も
同
様
で

あ
り
、
市
長
の
肝
入
り
で
あ
る
「
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト

あ
り
、
市
長
の
肝
入
り
で
あ
る
「
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト

開
催
事
業
」「
月
岡
温
泉
開
湯
１
０
０
年
祭
参
画
事

開
催
事
業
」「
月
岡
温
泉
開
湯
１
０
０
年
祭
参
画
事

業
」「
観
光
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業
（
食
K
i
n
g
＋

業
」「
観
光
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業
（
食
K
i
n
g
＋

A
g
a
k
i
t
a
）」
な
ど
も
、
そ
の
事
業
を
行
う

A
g
a
k
i
t
a
）」
な
ど
も
、
そ
の
事
業
を
行
う

こ
と
で
、
極
端
に
言
え
ば
、
観
光
客
が
何
人
増
え
る

こ
と
で
、
極
端
に
言
え
ば
、
観
光
客
が
何
人
増
え
る

の
か
、
経
済
効
果
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
、
P
R
事

の
か
、
経
済
効
果
は
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
、
P
R
事

業
な
ら
広
告
効
果
が
ど
れ
だ
け
得
ら
れ
た
の
か
、
結

業
な
ら
広
告
効
果
が
ど
れ
だ
け
得
ら
れ
た
の
か
、
結

果
を
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
。

果
を
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
な
お
、
産
業
振
興
部
門
に
つ
い
て
は
、
次
号
で

　
こ
の
ほ
か
、
特
に
目
立
つ
予
算
と
し
て
は
、「
松

こ
の
ほ
か
、
特
に
目
立
つ
予
算
と
し
て
は
、「
松

く
い
虫
防
除
事
業
」「
緊
急
松
く
い
虫
防
除
対
策
事

く
い
虫
防
除
事
業
」「
緊
急
松
く
い
虫
防
除
対
策
事

業
」
が
あ
る
。
昨
年
ま
で
も
年
間
１
億
円
以
上
投
入

業
」
が
あ
る
。
昨
年
ま
で
も
年
間
１
億
円
以
上
投
入

し
て
、
特
に
紫
雲
寺
地
区
の
砂
丘
地
帯
を
タ
ー
ゲ
ッ

し
て
、
特
に
紫
雲
寺
地
区
の
砂
丘
地
帯
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
行
っ
て
き
た
防
除
事
業
だ
が
、
倍
以
上
の
予
算

ト
に
行
っ
て
き
た
防
除
事
業
だ
が
、
倍
以
上
の
予
算

を
投
入
し
て
ケ
リ
を
つ
け
よ
う
と
い
う
も
の
。
ね
ぎ

を
投
入
し
て
ケ
リ
を
つ
け
よ
う
と
い
う
も
の
。
ね
ぎ

栽
培
な
ど
は
風
に
弱
い
た
め
、
防
風
林
と
し
て
の
松

栽
培
な
ど
は
風
に
弱
い
た
め
、
防
風
林
と
し
て
の
松

　
紫
雲
寺
の
ほ
か
五
十
公
野
山
・
真
木
山
な
ど
も

　
紫
雲
寺
の
ほ
か
五
十
公
野
山
・
真
木
山
な
ど
も

対
象
だ
が
、
新
規
に
市
街
地
の
被
害
木
伐
倒
駆
除

対
象
だ
が
、
新
規
に
市
街
地
の
被
害
木
伐
倒
駆
除

も
対
象
と
し
、
市
内
民
間
ゴ
ル
フ
場
の
防
除
対
策

も
対
象
と
し
、
市
内
民
間
ゴ
ル
フ
場
の
防
除
対
策

も
補
助
の
対
象
と
し
た
。
松
く
い
虫
を
根
こ
そ
ぎ

も
補
助
の
対
象
と
し
た
。
松
く
い
虫
を
根
こ
そ
ぎ

や
っ
つ
け
て
し
ま
お
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

や
っ
つ
け
て
し
ま
お
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
で
き
れ
ば
、
枯
れ
木
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス

　
で
き
れ
ば
、
枯
れ
木
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス

事
業（
発
電
・
燃
料
と
し
て
利
用
）も
同
時
に
展
開
し
、

事
業（
発
電
・
燃
料
と
し
て
利
用
）も
同
時
に
展
開
し
、

循
環
型
社
会
構
築
を
検
討
し
て
も
良
か
っ
た
の
で

循
環
型
社
会
構
築
を
検
討
し
て
も
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
す
で
に
長
岡
市
で
は
、平

は
な
い
か
。
す
で
に
長
岡
市
で
は
、平
成
22
年
に「
バ

年
に「
バ

し
つ
つ
あ
る
。

　
昨
年
少
な
い
と
指
摘
し
た
「
女
性
起
業
家
支
援
事

　
昨
年
少
な
い
と
指
摘
し
た
「
女
性
起
業
家
支
援
事

業
」
の
予
算
は
増
額
さ
れ
た
が
、「
男
女
共
同
参
画

業
」
の
予
算
は
増
額
さ
れ
た
が
、「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
形
成
の
た
め
の
施
策
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

社
会
」
形
成
の
た
め
の
施
策
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。
ま
ず
は
「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
作
る

い
。
ま
ず
は
「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
作
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
ら
ど
う
か
。
作
る
た
め
に
は
、

と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
ら
ど
う
か
。
作
る
た
め
に
は
、

学
習
・
議
論
を
経
て
の
意
識
改
革
と
意
義
共
有
が
必

学
習
・
議
論
を
経
て
の
意
識
改
革
と
意
義
共
有
が
必

要
と
な
る
。「
子
育
て
支
援
」
推
進
と
い
う
な
ら
ば
、

要
と
な
る
。「
子
育
て
支
援
」
推
進
と
い
う
な
ら
ば
、

金
銭
面
だ
け
で
な
く
、
女
性
・
男
性
の
互
い
が
互
い

に
尊
重
し
合
う
精
神
的
な
裏
付
け
が
大
切
だ
。

▲

▲

▲

産業振興

　650万円

539万円

300万円

100万円

700万円

3千750万円

500万円

4千1万円

600万円

健康に資する高機能性農産物の生産研究・実証実験を行います。

商工会議所と連携、地場産農産物の加工・販売技術研究を支援します。

商談会出展費用を支援します。

「チャレンジショップ」を開設し、新規起業家を育成支援します。

商店以外に建設・リフォームでも利用できるようにします。

県との共催で各地の「ご当地グルメ」イベントを月岡カリオンパークで開催します。

温泉情緒にあふれた景観に美装します。

目　的 予　算

アスパラの生産拡大（産地化）の支援・新規

健康農産物づくりを推進・継続　

地場産農産物の加工技術研究を支援・新規

特産物の販路拡大を支援・新規

空き店舗への出店支援・新規

地域活性化商品券の発行・新規

「国際ご当地グルメグランプリ」の開催・新規　

月岡温泉足湯付近の美装化・継続

健康づくり大学の開催・継続

その他

　7億4千220万円

553万円

8千17万円

5千39万円

跡地活用に向けて、県から購入します。

橋上化中止を受け、バリアフリー化に向けた基本計画を策定します。

目　的 予　算

県立新発田病院跡地取得・新規　

新発田駅周辺整備・縮小

五十公野公園荒町線の整備・新規　

西新発田五十公野線の整備・新規　

適　　　要

適　　　要

平成 23年度予算の主な事業
一般会計当初予算は 414 億 3 千万円、22 年度より 23 億 5 千万円、6,0% 増の超積極予算だった。

子育て・教育

子どもの医療費助成・拡充　

待機児童の解消・拡充　

七葉小学校の校舎改築・拡充　

五十公野公園の整備・新規　

　2億3千174万円

1億5千811円

10億633万円

5千390万円

乳児から小学6年生まで、医療費の一部を助成します。

園舎建設や定員拡大をする私立保育園に支援をします。

太陽光発電を備えた校舎建築・体育館の耐震補強工事を実施します。

老朽化した遊具を改修し、安心・安全な施設とします。

項　目 予　算

福　　祉

　

障がい者の自立支援事業・拡充　

し尿等下水道投入施設の建設・新規　

市民文化会館の改修・拡充

コミュニティセンターの建設改修等・新規

自立支援医療費や介護・訓練費などを支援します。

加治地区コミュニティセンター新規建設のための用地造成設計、
猿橋地区コミュニティセンターの耐震補修・部分改修などを実施します。

目　的 予　算

600万 円

9億1千768万円

2億3千584万円

1億968万円

1千308万円

（高齢者・障がい者世帯などに対し）
屋根雪下ろし費用の支援・新規

▲

▲

▲

▲

▲

適　　　要

適　　　要

◎

▲

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

2

◎

◎

◎

※数字の万単位以下切り捨て（以下同様）

嘉永年間創業 新発 市

な
お

産
業
振
興
部
門
に
つ
い
て
は

次
号
で

し
つ
つ
あ
る
。

金
銭
面
だ
け
で
な
く

女
性
・
男
性
の
互
い
が
互
い

に
尊
重
し
合
う
精
神
的
な
裏
付
け
が
大
切
だ
。

▲

▲

▲

産業振興

　650万円

539万円

300万円

100万円

700万円

3千750万円

500万円

4千1万円

600万円

健康に資する高機能性農産物の生産研究・実証実験を行います。

商工会議所と連携、地場産農産物の加工・販売技術研究を支援します。

商談会出展費用を支援します。

「チャレンジショップ」を開設し、新規起業家を育成支援します。

商店以外に建設・リフォームでも利用できるようにします。

県との共催で各地の「ご当地グルメ」イベントを月岡カリオンパークで開催します。

温泉情緒にあふれた景観に美装します。

目　的 予　算

アスパラの生産拡大（産地化）の支援・新規

健康農産物づくりを推進・継続　

地場産農産物の加工技術研究を支援・新規

特産物の販路拡大を支援・新規

空き店舗への出店支援・新規

地域活性化商品券の発行・新規

「国際ご当地グルメグランプリ」の開催・新規　

月岡温泉足湯付近の美装化・継続

健康づくり大学の開催・継続

その他

7億4千220万円

553万円

8千17万円

5千39万円

跡地活用に向けて、県から購入します。

橋上化中止を受け、バリアフリー化に向けた基本計画を策定します。

目　的 予　算

県立新発田病院跡地取得・新規　

新発田駅周辺整備・縮小

五十公野公園荒町線の整備・新規

西新発田五十公野線の整備・新規

適　　　要

適　　　要

平成 23年度予算の主な事業
一般会計当初予算は 414 億 3 千万円、22 年度より 23 億 5 千万円、6,0% 増の超積極予算だった。

子育て・教育

子どもの医療費助成・拡充

待機児童の解消・拡充

七葉小学校の校舎改築・拡充

五十公野公園の整備・新規

2億3千174万円

1億5千811円

10億633万円

5千390万円

乳児から小学6年生まで、医療費の一部を助成します。

園舎建設や定員拡大をする私立保育園に支援をします。

太陽光発電を備えた校舎建築・体育館の耐震補強工事を実施します。

老朽化した遊具を改修し、安心・安全な施設とします。

項　目 予　算

福　　祉

障がい者の自立支援事業・拡充　

し尿等下水道投入施設の建設・新規　

市民文化会館の改修・拡充

コミュニティセンターの建設改修等・新規

自立支援医療費や介護・訓練費などを支援します。

加治地区コミュニティセンター新規建設のための用地造成設計、
猿橋地区コミュニティセンターの耐震補修・部分改修などを実施します。

目　的 予　算

600万円

9億1千768万円

2億3千584万円

1億968万円

1千308万円

（高齢者・障がい者世帯などに対し）
屋根雪下ろし費用の支援・新規

▲

▲

▲

▲

▲

適　　　要

適　　　要

◎

▲

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

2

◎

◎

◎

※数字の万単位以下切り捨て（以下同様）

産業振興

目　的 予　算

その他

目　的 予　算

県立病院跡地整備・新規

新発田駅周辺整備・新規

し尿等下水道投入施設建設・拡充　

コミュニティ FM難聴地区解消・新規

住宅リフォーム支援・新規

適　　　要

適　　　要

平成 24年度当初予算案の主な事業
一般会計当初予算は 415 億１千万円、23 年度より 8 千万円、0,2% 増だが、23 年度で前倒しとした 2 月
補正分を入れると総額 423 億 3 千万円となり、2,2% 増の積極予算だった。

子育て・教育

子どもの医療費助成・拡充　

すこやか育児支援・拡充　

私立保育園での休日等保育・新規　

私立保育園での病児・病後児保育・拡充

待機児童の解消・継続

二葉小学校校舎改築・新規　

2億4千900万円

492万円

133万円

1千152万円

2千65万円

7千245万円

項　目 予　算

福　　祉

障がい者自立支援給付事業・新規（放課後等デイサービス）　

障がい者地域生活支援事業・新規（通院費助成扶助）

市民のきずなを深めいのちを守る事業・新規（健康推進課）

保健センター改修・新規　

目　的 予　算

▲

▲

▲

▲

▲

適　　　要

適　　　要

※数字の万単位以下切り捨て（以下同様）

◎

◎

◎

◎

2

1千440万円

403万円

36万円

2千187万円

特別支援学級等に通学する生徒の居場所づくりを行います。

じん機能障がい者等への通院費の扶助を行います。

「こころの体温計」システムを構築・導入します。

利便性を高め、機能を強化します。

0歳～小学生までの一部助成、9月から中学生まで拡大します。

不妊治療費助成事業の所得制限をなくします。

休日保育のニーズに応えるため、まず１園で実施します。

工業団地整備調査・新規　

商工振興制度融資支援・新規　

地域活性化商品券発行参画・継続　

新発田野菜ブランド化拡大支援・新規　

アンテナショップ開設調査・新規

エネルギービジョン策定・新規

水産物直売所整備・新規

1千400万円

950万円

3千万円

600万円

100万円

900万円

200万円

新たな工業団地整備のための調査を行います。

信用保証料の特別補給を行います。

競争力のある新発田野菜のブランド化を進めます。

新発田ブランドを売り込むため、開設の調査をします。

小水力発電等の市のエネルギービジョンを策定します。

新・松崎漁港水産物の直売所開設の調査と計画を立案します。

防災機能を持った公園として設計します。

駅のバリアフリー化・駅東地下道等を改修・整備します。

新たな施設を建設します。

防災時の連絡手段 FMの難聴地区解消の調査・設計をします。

経済対策と住宅環境の改善を図ります。

1千767万円

1億8千227万円

5億1千724万円

888万円

5千11万円

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

▲

◎

◎

◎

◎

松
く
い
虫
防
除
に
全
力
、

一
挙
に
２
億
８
千
万
円
投
入

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」形
成
へ
の

取
り
組
み
が
足
り
な
い
の
で
は
?
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●新発田店　9：00～18：00　
新発田市荒町1480
☎0254-20-2229
●松崎店　9：00～19：00
新潟市東区新松崎1-6-14
☎025-274-2229
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が
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押
し
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両店共通

武庸会
たけつねかい

結成百周年記念事業募金・募集中 !

武庸会事務局 新発田市中央町 3-7-2
まちの駅・新発田市観光協会内

TEL0254-26-6789

(1) 一般個人　
　………1口　1,000円

(2) 法人・篤志家　
　………1口　10,000円

(3) 武庸会会員　
　………1口　10,000円

(1) 実行委員会役員がお 
　願いにお伺いします。

(2) 下記武庸会事務局で
　も承ります。

(3)口座振込も可能です。

寄付金は、①義士堂・義士人形の修繕と修復　②記念誌・子ども向け啓蒙
　　　　　パンフの出版、式典・記念講演会の開催等にあてます。

結成百周年記念事業募金・募集中 !

寄付金は、①義士堂・義士人形の修繕と修復　②記念誌・子ども向け啓蒙
　　　 パンフの出版、式典・記念講演会の開催等にあてます。

ふるさと・新発田の誇り ! 堀部安兵衛を顕彰しましょうふるさと・新発田の誇り ! 堀部安兵衛を顕彰しましょうふるさと・新発田の誇り ! 堀部安兵衛を顕彰しましょう

新発田信用金庫　本店
普通口座 0467254
武庸会 嶋谷次郎八

《 金　額 》

※可能ならば 2口以上の
ご寄付をお願いします。

《 納入方法 》

4/6（土）
4/14（日）
4/6（土）
4/14（日）

▼

4

―
―
武
庸
会
百
年
祭
が
今
年
１
年
を
通
じ
て
開
催

―
―
武
庸
会
百
年
祭
が
今
年
１
年
を
通
じ
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
ず
、武
庸
会
と
は
。

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
ず
、武
庸
会
と
は
。

嶋
谷
嶋
谷
　
明
　
明
治
45
年（
１
９
１
２
）頃
、
富
田
精
策
と
い

年（
１
９
１
２
）頃
、
富
田
精
策
と
い

う
方
が
中
心
に
な
っ
て
、
堀
部
安
兵
衛
を
顕
彰
す
る

う
方
が
中
心
に
な
っ
て
、
堀
部
安
兵
衛
を
顕
彰
す
る

石
碑
を
建
て
よ
う
と
い
う
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。

石
碑
を
建
て
よ
う
と
い
う
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。

高
橋
高
橋
　
安
兵
衛
は
高
田
馬
場
の
助
太
刀
、『
忠
臣
蔵
』

安
兵
衛
は
高
田
馬
場
の
助
太
刀
、『
忠
臣
蔵
』

の
討
ち
入
り
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。講
談
や
浪
曲

の
討
ち
入
り
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。講
談
や
浪
曲

で
大
人
気
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
新
発
田
生
ま
れ
な

で
大
人
気
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
新
発
田
生
ま
れ
な

の
に
長
岡
生
ま
れ
だ
高
田
生
ま
れ
だ
の
、
い
ろ
ん

の
に
長
岡
生
ま
れ
だ
高
田
生
ま
れ
だ
の
、
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、「
こ

な
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、「
こ

れ
で
は
い
か
ん
」と
い
う
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

れ
で
は
い
か
ん
」と
い
う
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

嶋
谷
嶋
谷
　
そ
れ
で
石
碑
を

そ
れ
で
石
碑
を
建
る
に
当
た
っ
て
、義
に
生

る
に
当
た
っ
て
、義
に
生

き
た
堀
部
安
兵
衛
の
精
神
を
語
り
継
ぎ
、
顕
彰
す

き
た
堀
部
安
兵
衛
の
精
神
を
語
り
継
ぎ
、
顕
彰
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
大
正
2
年（
１

る
必
要
が
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
大
正
2
年（
１

９
１
３
）
の
２
月
４
日
に
武
庸
会
が
誕
生
し
た
。武

９
１
３
）
の
２
月
４
日
に
武
庸
会
が
誕
生
し
た
。武

庸
と
い
う
の
は
安
兵
衛
の
正
式
な
名
前
で
す
。

庸
と
い
う
の
は
安
兵
衛
の
正
式
な
名
前
で
す
。

―
―
そ
れ
か
ら
１
０
０
年
た
っ
た
と
い
う
こ
と
で
。

―
―
そ
れ
か
ら
１
０
０
年
た
っ
た
と
い
う
こ
と
で
。

嶋
谷
嶋
谷
　
は
い
。と
こ
ろ
が
現
在
、
生
ま
れ
故
郷
の
新

　
は
い
。と
こ
ろ
が
現
在
、
生
ま
れ
故
郷
の
新

発
田
で
も
、
安
兵
衛
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は

発
田
で
も
、
安
兵
衛
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
に
至
っ
て
は
、

少
な
く
な
り
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
に
至
っ
て
は
、

ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
昨
年
放
送
さ
れ
た
N
H
K
の
『
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桜
記
』
で

―
―
昨
年
放
送
さ
れ
た
N
H
K
の
『
薄
桜
記
』
で

知
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

知
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

嶋
谷
嶋
谷
　
で
す
か
ら
、
今
は
１
０
０
年
前
と
同
じ
よ

　
で
す
か
ら
、
今
は
１
０
０
年
前
と
同
じ
よ

う
な
状
況
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
ず
は
、市
民

う
な
状
況
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
ず
は
、市
民

の
皆
さ
ん
に
、堀
部
安
兵
衛
を
知
っ
て
も
ら
い
た

の
皆
さ
ん
に
、堀
部
安
兵
衛
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
で
、通
年
の
百
年
祭
を
開
催
し
、い

い
と
い
う
こ
と
で
、通
年
の
百
年
祭
を
開
催
し
、い

ろ
ん
な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ろ
ん
な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

高
橋
高
橋
　
武
庸
会
を
作
っ
た
当
事
の
新
発
田
人
た
ち

　
武
庸
会
を
作
っ
た
当
事
の
新
発
田
人
た
ち

は
、今
で
い
う「
ま
ち
お
こ
し
」で
す
か
、新
発
田
の

は
、今
で
い
う「
ま
ち
お
こ
し
」で
す
か
、新
発
田
の

町
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
、
広
く
言
え
ば
日
本
を

町
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
、
広
く
言
え
ば
日
本
を

良
く
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
と
思
い
ま

良
く
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。私
た
ち
も
そ
の
思
い
は
一
緒
で
す
。

す
。私
た
ち
も
そ
の
思
い
は
一
緒
で
す
。

―
―
長
徳
寺
境
内
の
義
士
堂
と
、
義
士
堂
に
納
め

―
―
長
徳
寺
境
内
の
義
士
堂
と
、
義
士
堂
に
納
め

ら
れ
て
い
る
義
士
像
の
修
繕
、
こ
れ
も
百
年
祭
の

ら
れ
て
い
る
義
士
像
の
修
繕
、
こ
れ
も
百
年
祭
の

大
き
な
事
業
と
聞
き
ま
し
た
。

大
き
な
事
業
と
聞
き
ま
し
た
。

嶋
谷
嶋
谷
　
義
士
像
は
浪
曲
師
の
桃
中
軒
雲
右
衛
門
さ

　
義
士
像
は
浪
曲
師
の
桃
中
軒
雲
右
衛
門
さ

ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。そ
れ
を
納
め
る

ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。そ
れ
を
納
め
る

義
士
堂
に
は
天
井
や
壁
に
會
津
八
一
さ
ん
、
相
馬

義
士
堂
に
は
天
井
や
壁
に
會
津
八
一
さ
ん
、
相
馬

御
風
さ
ん
、
市
島
春
城
さ
ん
た
ち
の
書
画
が
あ
り

御
風
さ
ん
、
市
島
春
城
さ
ん
た
ち
の
書
画
が
あ
り

ま
す
が
、
雨
漏
り
し
た
り
し
て
か
な
り
傷
ん
で
い

ま
す
が
、
雨
漏
り
し
た
り
し
て
か
な
り
傷
ん
で
い

ま
す
。

ま
す
。

高
橋
高
橋
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
含
め
て
、
今
す
ぐ
修
繕

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
含
め
て
、
今
す
ぐ
修
繕

に
取
り
か
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

に
取
り
か
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
―
誰
の
所
有
物
な
の
で
す
か
。

―
―
誰
の
所
有
物
な
の
で
す
か
。

高
橋
高
橋
　
厳
密
に
言
え
ば
義
士
像
は
武
庸
会
の
も

　
厳
密
に
言
え
ば
義
士
像
は
武
庸
会
の
も

の
、義
士
堂
は
長
徳
寺
様
な
ん
で
し
ょ
う
が
、こ
こ

の
、義
士
堂
は
長
徳
寺
様
な
ん
で
し
ょ
う
が
、こ
こ

ま
で
く
れ
ば
新
発
田
の
宝
、
市
民
全
体
の
宝
物
だ

ま
で
く
れ
ば
新
発
田
の
宝
、
市
民
全
体
の
宝
物
だ

と
思
い
ま
す
。い
や
、
全
国
の
安
兵
衛
フ
ァ
ン
、
忠

と
思
い
ま
す
。い
や
、
全
国
の
安
兵
衛
フ
ァ
ン
、
忠

臣
蔵
フ
ァ
ン
の
た
め
に
も
、
良
い
状
態
で
保
存
し

臣
蔵
フ
ァ
ン
の
た
め
に
も
、
良
い
状
態
で
保
存
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
―
そ
れ
で
修
復
資
金
の
募
金
な
ん
で
す
ね
。

―
―
そ
れ
で
修
復
資
金
の
募
金
な
ん
で
す
ね
。

嶋
谷
嶋
谷
　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
実
は
県
外
の
方
か

　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
実
は
県
外
の
方
か

ら
も
募
金
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。目
標
１

ら
も
募
金
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。目
標
１

千
２
０
０
万
円
の
と
こ
ろ
、
現
在
４
０
０
万
円
ほ

千
２
０
０
万
円
の
と
こ
ろ
、
現
在
４
０
０
万
円
ほ

ど
集
ま
っ
て
い
ま
す
。修
繕
に
９
０
０
万
円
ほ
ど
、

ど
集
ま
っ
て
い
ま
す
。修
繕
に
９
０
０
万
円
ほ
ど
、

そ
れ
と
堀
部
安
兵
衛
を
き
ち
ん
と
皆
さ
ん
に
知
っ

そ
れ
と
堀
部
安
兵
衛
を
き
ち
ん
と
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、歴
史
的
な
こ
と
、文
化
的
な

て
い
た
だ
く
た
め
に
、歴
史
的
な
こ
と
、文
化
的
な

意
味
、
観
光
と
い
う
側
面
か
ら
、『
堀
部
安
兵
衛
読

意
味
、
観
光
と
い
う
側
面
か
ら
、『
堀
部
安
兵
衛
読

本
』
の
よ
う
な
も
の
を
出
版
す
る
な
ど
の
事
業
に

本
』
の
よ
う
な
も
の
を
出
版
す
る
な
ど
の
事
業
に

３
０
０
万
円
ほ
ど
使
い
た
い
と
思
い
ま
す
（
募
金

３
０
０
万
円
ほ
ど
使
い
た
い
と
思
い
ま
す
（
募
金

方
法
は
下
の
広
告
参
照
）。年
末
の
義
士
祭
ま
で
、

方
法
は
下
の
広
告
参
照
）。年
末
の
義
士
祭
ま
で
、

ず
っ
と
募
金
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

ず
っ
と
募
金
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

い
し
ま
す
。

―
―
市
長
は
安
兵
衛
を
顕
彰
す
る
だ
け
で
な
く
、新

―
―
市
長
は
安
兵
衛
を
顕
彰
す
る
だ
け
で
な
く
、新

発
田
観
光
の
起
爆
剤
に
し
た
い
と
言
い
ま
し
た
。

発
田
観
光
の
起
爆
剤
に
し
た
い
と
言
い
ま
し
た
。

高
橋
高
橋
　
も
と
も
と
は
顕
彰
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の

　
も
と
も
と
は
顕
彰
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
が
、こ
れ
か
ら
は
少
し
違
う
。個
人
的
見

で
し
ょ
う
が
、こ
れ
か
ら
は
少
し
違
う
。個
人
的
見

解
で
す
が
、
安
兵
衛
を
立
派
で
尊
敬
す
べ
き
人
物

解
で
す
が
、
安
兵
衛
を
立
派
で
尊
敬
す
べ
き
人
物

と
し
て
伝
え
て
い
く
。ど
ん
な
に
困
難
で
も
乗
り

と
し
て
伝
え
て
い
く
。ど
ん
な
に
困
難
で
も
乗
り

越
え
て
い
く
意
志
の
強
さ
、
欲
得
抜
き
で
き
ち
ん

越
え
て
い
く
意
志
の
強
さ
、
欲
得
抜
き
で
き
ち
ん

と
筋
を
通
し
続
け
た
た
折
り
目
正
し
さ
、
そ
う
い

と
筋
を
通
し
続
け
た
た
折
り
目
正
し
さ
、
そ
う
い

う
人
間
力
が
感
動
的
な
ん
で
す
。安
兵
衛
は
、困
っ

う
人
間
力
が
感
動
的
な
ん
で
す
。安
兵
衛
は
、困
っ

て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

性
格
だ
っ
た
ん
で
す
。

性
格
だ
っ
た
ん
で
す
。

―
―
一
言
で
言
え
ば
、や
さ
し
さ
で
す
か
。

―
―
一
言
で
言
え
ば
、や
さ
し
さ
で
す
か
。

高
橋
高
橋
　
は
　
は
い
。そ
の
言
葉
が
一
番
近
い
で
し
ょ
う
。

い
。そ
の
言
葉
が
一
番
近
い
で
し
ょ
う
。

人
間
力
、
こ
れ
は
現
在
の
日
本
人
に
は
や
や
欠
け
て

人
間
力
、
こ
れ
は
現
在
の
日
本
人
に
は
や
や
欠
け
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
持
っ
た
安

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
持
っ
た
安

兵
衛
は
魅
力
的
で
す
。そ
う
い
う
意
味
で
、
生
誕
地

兵
衛
は
魅
力
的
で
す
。そ
う
い
う
意
味
で
、
生
誕
地

の
新
発
田
に
人
を
呼
ぶ
こ
と
は
出
来
る
ん
じ
ゃ
な

の
新
発
田
に
人
を
呼
ぶ
こ
と
は
出
来
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。全
国
的
に
は
も
の
す
ご
く
ネ
ー
ム

い
で
し
ょ
う
か
。全
国
的
に
は
も
の
す
ご
く
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
が
あ
る
人
で
、
安
兵
衛
と
い
え
ば
新
発
田

バ
リ
ュ
ー
が
あ
る
人
で
、
安
兵
衛
と
い
え
ば
新
発
田

と
な
る
よ
う
に
宣
伝
し
て
い
き
た
い
。

と
な
る
よ
う
に
宣
伝
し
て
い
き
た
い
。

嶋
谷
嶋
谷
　
と
に
か
く
人
間
と
し
て
魅
力
が
あ
る
。両

　
と
に
か
く
人
間
と
し
て
魅
力
が
あ
る
。両

親
に
早
く
死
別
し
て
、
大
変
に
苦
労
し
た
に
も
か

親
に
早
く
死
別
し
て
、
大
変
に
苦
労
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、筋
の
通
っ
た
生
き
方
を
貫
く
。

か
わ
ら
ず
、筋
の
通
っ
た
生
き
方
を
貫
く
。

高
橋
高
橋
　
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
芯
を
な
く
し

　
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
芯
を
な
く
し

た
日
本
人
に
も
う
一
度
芯
を
入
れ
直
す
象
徴
、
そ

た
日
本
人
に
も
う
一
度
芯
を
入
れ
直
す
象
徴
、
そ

れ
が
安
兵
衛
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

れ
が
安
兵
衛
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
よ
く「
義
の
人
」と
言
い
ま
す
が
。

―
―
よ
く「
義
の
人
」と
言
い
ま
す
が
。

高
橋
高
橋
　
安
兵
衛
は
義
理
を
果
た
す
た
め
に
い
ろ
い

　
安
兵
衛
は
義
理
を
果
た
す
た
め
に
い
ろ
い

ろ
や
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
無
念
の
思
い
を
抱
い
て

ろ
や
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
無
念
の
思
い
を
抱
い
て

死
ん
だ
主
君
の
、
そ
の
無
念
さ
に
寄
り
添
っ
た
。

死
ん
だ
主
君
の
、
そ
の
無
念
さ
に
寄
り
添
っ
た
。

さ
っ
き
あ
な
た
が
言
っ
た「
や
さ
し
さ
」に
近
い
。私

さ
っ
き
あ
な
た
が
言
っ
た「
や
さ
し
さ
」に
近
い
。私

も「
や
さ
し
さ
」だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。残
さ
れ
た

も「
や
さ
し
さ
」だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。残
さ
れ
た

手
紙
を
見
る
と
、と
っ
て
も
世
話
焼
き
な
ん
で
す
。

手
紙
を
見
る
と
、と
っ
て
も
世
話
焼
き
な
ん
で
す
。

―
―
安
兵
衛
が
江
戸
に
出
た
直
後
、
手
習
い
指
南

―
―
安
兵
衛
が
江
戸
に
出
た
直
後
、
手
習
い
指
南

を
し
て
い
た
頃
の
こ
と
を
記
録
し
た
古
文
書
に
よ

を
し
て
い
た
頃
の
こ
と
を
記
録
し
た
古
文
書
に
よ

れ
ば
、子
ど
も
た
ち
に
非
常
に
や
さ
し
く
、い
た
ず

ら
好
き
で
、
明
る
い
男
だ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。も
ち
ろ
ん
、激
し
く
強
い
面
も
あ
り
、深
い
。

嶋
谷
嶋
谷
　
討
ち
入
り
後
、
い
と
こ
が
安
兵
衛
に
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
ん
だ
と
聞
い
た
ら
、
明
る
く
笑
い

な
が
ら「
切
腹
、切
腹
」と
言
っ
た
と
か
、不
思
議
な

魅
力
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

魅
力
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

高
橋
高
橋
　
安
兵
衛
像
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い

い
と
思
い
ま
す
。人
間
安
兵
衛
は
い
ろ
ん
な
側
面

を
持
っ
て
い
る
。１
０
０
年
前
は
義
士
堂
の
中
央

に「
義
」の
１
文
字
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
今
な
ら

「
優
」か
も
し
れ
な
い
し
、「
憂
」か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
百
年
祭
は
そ
ん
な
安
兵
衛
を
伝
え
る
良
い

今
回
の
百
年
祭
は
そ
ん
な
安
兵
衛
を
伝
え
る
良
い

機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ち
の
駅
の
観
光

機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ち
の
駅
の
観
光

協
会
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
常
備
し
、
図
書
館
に

協
会
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
常
備
し
、
図
書
館
に

は
安
兵
衛
関
連
図
書
が
揃
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ

は
安
兵
衛
関
連
図
書
が
揃
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ

れ
か
ら
の
百
年
祭
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た

れ
か
ら
の
百
年
祭
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
安
兵
衛
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

だ
き
、
安
兵
衛
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

嶋
谷
嶋
谷
　
武
庸
会
の
会
員
も
募
集
中
で
す（
笑
）。

　
武
庸
会
の
会
員
も
募
集
中
で
す（
笑
）。

安
兵
衛
の
魅
力
は「
や
さ
し
さ
」。

筋
が
通
っ
て
人
間
力
が
あ
っ
た

PEOPLEPEOPLEーシリーズー
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向かって左が武庸会会長の
嶋谷次郎八氏、右が百年祭
実行委員長の高橋正明氏
（割烹志まやにて）

堀
部
安
兵
衛
は
新
発
田
生
ま
れ
。

な
の
に
新
発
田
の
人
は
案
外
知
ら
な
い

義
士
堂
・
義
士
像
は
新
発
田
の
宝
物
。

み
ん
な
で
守
り
伝
え
た
い
。

全
国
的
知
名
度
は
抜
群
。

安
兵
衛
の
人
間
的
魅
力
を
発
信
し
た
い

今
年
1
月
か
ら
、
通
年
で
「
武
庸
会
（
た
け
つ
ね
か

い
）百
年
祭
」が
開
か
れ
て
い
る
。す
で
に
雑
煮
合
戦

に
堀
部
安
兵
衛
が
登
場
し
、「
元
禄
時
代
の
新
発
田

と
堀
部
安
兵
衛
」講
演
会
、記
念
式
典
は
終
了
し
、安

兵
衛
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ス
イ
ー
ツ
企
画
は
N
H
K
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
、全
国
放
送
さ
れ
た
。今
後
は「
偲

ぶ
旅
」（
4
〜
6
月
毎
週
水
曜
）、「
生
誕
地
ま
つ
り
」

（
5
月
）、「
新
発
田
剣
道
優
勝
大
会
」（
6
月
）、「
第
25

回
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
」（
11
月
）な
ど
行
事
が
目
白
押

し
で
あ
る
。武
庸
会
会
長
・
嶋
谷
次
郎
八
氏
、
百
年

祭
実
行
委
員
長
・
高
橋
正
明
氏
に
、百
年
祭
の
意
義

と
堀
部
安
兵
衛
の
魅
力
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

666（土土（土土））））
444（日）日（日）
▼

た
ず

い
ま。こ

れ
笑
い

議
な

て
い

側
面

中
央

な
らん

。

店共通

爛
漫迎

え
る

パ
ラ
ガ
ス
、

旬
を
迎

ア
ス
パ迎

両店共

旬

迎フェ
ア


